
,

外
國
電
信
に
關
す
る
改
正
規
定
に
就

い
て

ー

特

に

O
。
α
。

貯
議
σq
岳

σq
o

を

中

心

に
ー

大

谷

敏

治

資
本
主
義

の
高
度

な
る
獲
展

は
、
凡
ゆ
る
も

の
を
安
佳

に
難
き
地

に
蓮

ん
だ
。
欧
洲
大
職
以
後

、
安

定

・
同
復

へ
の
数
年

を
除

い
て
は
、
世
界

の
経
濟

の
動

き
は
、
総

て
の
努
力

・
計
霞

・
協
調
を
裏

切

つ
て
、
た

嘗
渾
沌

の
な
か

へ
歩

み

つ
曳
あ
る
。

カ
ル
テ

ル

・
ト
ラ

ス
ト
に
よ
る
國
内
市
場

の
猫
占

か
ら
資
本
楡
出

に
よ
る
植
民
地

の
支
配

へ
、
帝

國
主
義
段
階

に
ま

で
韓
化
し
た
金
融
資

本

の
猛
威

は
、
も
は
や
關

税
協
定

と
云

ふ
よ
う
な
、
商
業

政
策
的

工
作

を
も

つ
て
し

て
防
ぐ

べ
く

も
な

い
。

一
九
二
七
年
關

税
引

下
げ

に
よ
る
自
由
通
商
を
唱
導

し
た
國
際
経
濟
會
議
は
、
か

玉
る
國
際
協
調
政
策

の
絡

焉

で
あ

つ
た
。
殊

に

一
九

二
九
年
末

世
界

恐
慌

の
勃
護
以
來
は
、
各
國

と
も
、
外

に
國
際

金
融

の
混
説
、
國
際
資
本
移
動

の
杜
絶
、
國
際
貿
易

の
萎
縮

に
脅

や
か
さ
れ
、
内

に
金
融
恐
慌
財
政

の
破
綻
、
失
業

救
濟

な
ど
、
相
踵

い
で
、
今

や
世
界
は
全
く
孤
立
的
な
封
鎖
的
な
地
域

國
家

に
分
裂
し
、

ひ
た

す
ら

ブ

ロ
ッ
ク
の
結
成

に
急

い
だ
。
爲
替
管

理
に
始
ま

る
貿
易

へ
の
聞
接

的
統
制

が
、
楡
入
禁

止

・
楡
入
割
當

・
楡
入
許

可
制
度

外
國
電
信
に
開
す
ろ
改
正
規
定
に
就
い
て

一
四
三
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外
國
電
信
に
闘
す
ろ
改
正
規
定
に
就

い
て

一
四
四

の
よ
う
な
直

接
的
管
理

に
赴

き

つ

、
あ
る
。
斯
う
し
た
事
情
を
反
映

し
た
國
際

政
情

が
決
し

て

ふ

り

ま

か

る

」
外
交
僻
令

の
如

く
、
盗
く
は
あ
り

え
よ
う
筈

が
な
く
、
ポ
ー

ラ

ン
ド

の
回
廊

に
、
中
央

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
國
境

に
、
極
東

の
大
暖

野

に
、
何
時
爆
嚢
す

る

か
も
知

ら
ぬ
堆

塙
が
沸
ぎ

る
。

こ
う
し
た
状
勢

の
下
で

「
租
國

へ
還

れ
」

の
聲

が

高

く

叫

ば

れ
、
凶具
巽
昌
9
樽ご
昌
鑑

よ
り
先

づ

昌
葺
ご
旨
巴

を
、

と
せ
ら
る

玉
の
も
決
し

て
無
理
で
は
な

い
。

だ
が
然

か
し
、
こ
玉
に

一
つ
、

事
惰

が
釜

々

塁

砕δ
昌
巴

に
な
り
ゆ
く

に
つ
れ

て
、
沸

々
た

る
現
實

の
維
濟

・
政
治

の
も

と

に

あ

つ
て
、

ひ
そ
か

に
で
は
あ
る
が
然

か
し
釜

々
強
く

宣
9
旨
葺

o
昌
巴

な
手
を
握
り

あ

つ
て
ゆ
く
も

の
が
あ
る
。
夫
れ

は
國
際
通

信

の
機
構

で
あ
る
。
事
業

に
與

る
設
備

・
機
關

そ

の
も

の
は
、
た
め
し

に
洩
れ
す
各
國
資
本

の
激

し

い
争

の
目
標

で
は
あ

る
が
、

同
時
に
夫
れ

は
争

ひ
つ

」
も
互

に
手
を
握
り

あ
は
す

し
て
は
、
何

の
機
能
を
も
果
た
し

え
な

い

存

在

で

あ

る
。
萬
國
電
信
同
盟

H2
巽
津

ユ
旨
巴

日
。冨
σq
轟
"
霞
。
d
三
。
昌

が
加

盟
國

釜

々
多
き
を
加

へ
、
愈

々
輩
固

に
な
り
ゆ
く
所

以
で
あ

る
。
政
治
的

に
は
不
承

認
乃
至
は
叛
逆

の
國

で
あ

つ
て
も
、
通
車

。
通

郵

の
問
題
、
解
決

せ
ざ
る
を

え
な

い
所

以
で
あ

る
。

か

」
る
國
際

通
信
に
於

い
て
、
花
形

た
る
は
外
國
電

信

で

あ

ら

う
。
大
西
洋
横
漸

六

日
、
更

に
航
室
郵
便
を
聯
絡

し
て
さ

へ

も
、

一
瞬

に
地
球

を
幾
廻
り
す

る
電
氣

通
信

に
は

、
及

ぶ
べ
く
も
な

い
。
分

け

て
も

一
八
九

五
年

グ
リ

エ
ル

モ
・
マ
ル

コ
ー

昌
が
、

電

磁
波

に
よ
る
通
信

の
可
能

を
畿
明
し
、

一
九

〇
二
年

彼
自

か
ら
大
西
洋
横
断
通
信

の
實
験

に
よ

つ
て
、
國
際

間
通
信

の
可
能
を

誰

明
し

て
以
來

、
文
字
通
り
日
新

月
歩

の
斯
界

は
、
長
波
長

に
代

は
る
短
波
長

の
實

用
化
を
件

ひ
、
今

や
國
際
通
信

の
世
界
は
、

全
く
電
氣
通
信

の
支
配

の
下

に
あ

る
。

軍
事
上

の
事
は
暫
く
措
き
、
政

治
外
交

の
分
野

に
於
け
る
そ

の
機

能
を
、

い
ま

我
が
國

に
限

つ
て
み
よ
う
な
ら
、
昭

和
六
年

九

月
満
洲
事
攣
勃
襲

以
來
、
昭
和
八
年

三
月
國
際
聯
盟
脱
退
通
告
ま

で

の
間

に
、
名
古

屋
無
線
電
信
局
を
通
じ

て
欧
洲

へ
向
け
嚢

せ

●



ら
れ
た
時
局
關
係
電
報

の
数
は
、
六
萬

七
千
二
百
蝕
通
、
語
数

に
し

て
實

に
三
百
四
十

七
萬

七
千
九
百
飴
語
と
云
は
れ
、
事
態

の

最
高
潮

に
蓮
し
た
際

の
如
き
は

一
日
藪
萬
語
を
逡
受

し
た

と
云
は
れ

る
。

い
は
ん
や
、
關
税

の
障
壁

・
爲
替

の
管

理

・
楡
入

の
割

當
な

ど
凡
ゆ
る
困
難

に
選
遇
し

つ

、
も
、
な

ほ

]≦
巴
o
写

匂
巷
§

の
旗
た
か
く
か
ざ

し
て
進

み
伸
び
ゆ
く
邦
品
海
外
進
出

の
道

筋

が
、
電
氣
通
信

と
云

ふ
軌
道
を
走

る
限
り
、
國
際
商
業

職

で
の
外
國
電
報

の
量

の
大
さ
は
想
像
す

る
に
か
た
く
な

い
。

昭
和

八
年
大
阪
市

に
於

い
て
催
さ
れ

た
る

「
外
國
電
信

に
關
す

る
研
究
懇
談
會
」

に
於
け

る
大
阪
中
央
電
信
局
長

の
挨
拶

に
よ

れ
ば
、
昭
和
六
年

中

の
同
局
扱

ひ
獲
着
通
激
は
六
十

三
萬
七
千
飴
通

に
上
り
、
之
れ
を
襲
信

の
み
に
就

い
て
見
れ
ば
、
人

ロ
千
人

當
り
百

二
十
通

の
割
合

と
な
る
、
と
云

ふ
。
右
挨
拶

の
な
さ
れ
た

る
は
降

誕
祭

近
き
十
二
月

一
日
で
あ

つ
た
が
、
最

近

一
日
分

に

就
き
、
大
阪
市

に
畿
着

し
た
外
國
電
報

は
嚢
逡
九
百
通
、
來
着

萱
千
通
、
之
れ

を
六
大
洲
別

に
す
る
と
次

の
如
く

で
あ
る
。

田

亜

系

亜

地

方

欧

羅

巴

地

方

北
亜
来
利
加
地
方

南
亜
来
利
加
地
方

阿
弗
利
加

地
方

太

洋

洲

地

方

(
登
着
)

(
同

)

(
同

)

(
同

)

(

同

)

(
同

)

一
、
二
二
八
蓮

二
四
九

二
五
三

一
六

九

四
六
三

六

・
五
割

一
・
二

一
・
三

〇

・
五

〇

・
三

〇

二

更

に
之

れ

を

地

方
別

に
多

い
虚

だ

け

を
學

げ

る

と
次

の
如

く

で
あ

る
、

電
信

を
通

じ

て
大

阪
市

の
外

國

貿
易

の
趨

勢

を

覗

ふ

こ

と

が
出

來

る
。

申

華

民

國

四
七
〇
通

(
上
海
、
香
港
、
天
津
)

英

領
印
度
・英
領
ビ
〃
マ
・
セ
イ

ロ
ン
島

四
五
〇

(
ラ

y
グ

ー
ン
、
カ
〃
カ
ッ
タ
、
瀞
ム
ベ
イ
、
カ
ラ
チ
)

来

國

二
五
〇

(紐
育
、
桑
港
、
ロ
ス
ア
y
セ
ル
ス
、
ダ
ラ

ス
)

外
國
電
信

に
關
す
ろ
改
正
規
定

に
就

い
て

一
四
五



濠 英 蘭

外
國
電
信
に
關
す
る
改
正
規
定
に
號
い
て

領

印

度國洲

一
六
〇
通

一
〇
〇

七
〇

(
ス

警
ラ

バ
ヤ

、

バ

タ
ビ

ヤ
)

(
倫

敦

、

㌣

y
チ
ニ

ス

タ

ー
)

(
メ

〃

瀞
聰

y
、

プ

リ

ス

ベ
イ

y
)

一
四
六

一

 

さ

て
既

に
遍

ね
く
知

ら
れ

て
居

る
よ
う

に
、
萬
國
電
信
同
盟

の
規
約

に
よ
り
、
國
際
電
信

一曇
巽
§
侍ざ
昌
巴

目
。冨
『q
轟
℃
霞
。
O
守

護
。
・。U
o
&

窪
8

に
認
め
ら
れ

た
る
電
信
用
語
は
、
普
通
語

(コ
絵
昌
い
彗
σq
塁
σq
⑦)
・
隠

語

(O
&
o
冒
き
σQ
墨
σq
6)
・
秘

語

(O
場
げ
巽

ピ
碧
鵬
§
σq
o)
の
三
種
別
が
あ

る
。

そ
し

て

切
巳
σq
曽
ユ
y

男
o
`
日
9
三
譜

oo
。辱
昼

目
ロ
詩
醸

の
よ
う
に
、
隠

語

・
秘
語
を
絶
封

に
許
さ

ぬ
國
も
あ

る
け
れ

ど
も
、

一
般

に
國
際
電
信

に
用

ゐ
ら
る

、
語
僻

の
大
部
分
は
隠
語

で
あ

つ
て
、
通
信
槍
閲

に
關

し

て
極
度

に
嚴

重
な

ソ
ヴ

ェ
ト

・
ロ
シ
ア
さ

へ
、
秘

語
は
許

さ
ぬ
ま

で
も
商
事
用
と
し

て
の
隠
語
は
之
れ
を
認
め

て
居

る
。
横

濱
郵
便

局

の
調
査

に
よ
る

と
、
同
局
取
扱
外
國
電
報

に
使
用
さ

る
、
用

語
の
、
八
割

は
躍
語

で
あ
る
と
鼓
ふ
。

斯

の
よ
う
に
、
國
際
電
信

に
於
け
る
隠
語

の
利
用

が
、
支
配
的

に
多

い
に
正
比
例
し

て
、
之
れ

に
封
す

る
非
難

・
苦
情
も
ま
た

歴
倒
的

に
多

い
。

い
ま
之

れ
等

の
非
難

・
苦
情
を
夫
れ
夫

れ

の
關
係

者

に

訊

く

に
、
隠
語

の
使

用
者
即

ち
電
報

の
嚢

受
信
人

の
例
外
な
き
非
難

は
、
隠
語

の
構
成
條
件

が
絵

り

に
嚴
格
す
ぎ

る
、
も

つ
と
自
由

に
せ
よ
、
と
云

ふ
に
あ
り
、
電
信

事
業
経
螢
者
側

に
き
け
ば
、
隠

語
作
成

の
條
件

が
面
白
く
な

い
、
そ

の
結
果

と
し

て
通
信
上

に
誤
謬
が
起

り
易

い
、
且

つ
之
れ
が
た
め

に
電
報
使
用
者

側
か
ら

の

苦
情

が
常

に
絶

え
な

い
か
ら
、
現
行

の
隠
語
作
成
條

件
は
ど
う
し
て
も
改

正
す
る
必

要
が
あ

る
と

云
ふ
。
更

に
實
際

に
通
信

に
從



事
す
る
現
業
員

に
訊
く

に
、
嚢
昔

が
出
來

る
か
出
來

ぬ
か
全
く
課

の
分

ら
ぬ
隠
語
を
持

つ
て
來

る
、

五
字

隠
語
を

二

つ
重

な
て

一

つ
の
十
宇
隠

語
と
し

て
使
用
さ
る

」
場
合

に
多

い
の
で
あ

る
が
、
機

上
で
之
れ
を
逡
信
す
る
場
合
ま

た
は
受
信
す

る
場
合
容

易

で

な

い
、
此

の
種

の
隠
語
を
敏
時

間
績
け

て
取
扱

ふ
と
技
術
者

の
頭
が
混
齪
し

て
ど
う
し

て
も
誤

謬
が
起

る
、
と
云

ひ
、
窓

ロ
の
係

員

た
る

罎
奮

さ

へ
、
此

a
語
僻
は
獲
音

が
出
來
な

い
の
に
何
故

一
語

で
受
付

け
た
か

と
、
自

か
ら

の
罪
な
ら

ぬ
叱
り

に
泣
く
と

云

ふ
。
ま

し

て
通
信
封
手
局

か
ら
偶

々
如
上

の
事
實
を
指
摘

せ
ら
れ

て
、
紛
争
を
起

し
不
足
料
金

の
問
題
を
生
す

る
。

我
が
國

に

於
け
る
外
國
電
信

の
技
術
者

は
、
普

通

一
分

間

に
八
十
字
乃
至
二
百
字
を
逡

受
す

る
由

で
あ
る
が
、

か

玉
る
瞬
間
的

の
動
作

に
於

い
て
は

、
極
め
て
輕
微
な
事
情

さ

へ
も
迅
速
性
と

正
確
性

の
上

に
大
き
な
影
響
を
與

へ
る

こ
と
、
想

像
に
難
く
な

い
し
、
ま

た
後

に
述

べ
る
よ
う
な
隠
語

に
於
け
る
甲

乙
二
種

の
制
度

の
併
存
も
ま
た
、
取
扱

ひ
上

い
ろ
く

煩
裟

で
あ
ら
う
と
察

せ
ら
る

玉
。

抑
も
電
信

は
、
他

の
通
信
方
法
例

へ
ば
郵
便

・
電

話

の
よ
う

に
、
通
信

意
志

を
直
接

に
封
手
方

に
傅
達
す
る

こ
と
を
得

し
め
な

い
、
電
信
技
術
者

を
通

じ

て
、
間
接

に
傅
蓮
す

る

の
で
あ
る
か
ら
、
思
想
交

通

の
第

一
要
件
た
る
秘
密
を
保

つ
上

に
、
不
安

が
あ

る
。

い
ま
國
際
電
信

に
謂
ゆ
る
隠
語
と
は
、
普
通

の
電
信

に
封

し
許

可
せ
ら
れ
た

る
國

語
の

一
個
叉
は
数

個
で
、
了
解

し
得

る
丈
章

を
構
成
し
な

い
語
欝
か
ら
な

る
も

の
を
云

ふ
。

云
ひ
換

へ
れ
ば
實

在
語
ま

た
は
人
爲
語

で
あ

つ
て
、
そ

の
属
す

る
國
語

で
通
常

之

れ

に
與

へ
ら

る

」
意
義
を
有

せ
な

い
も

の
で
あ
る
。
例

へ
ば

O
>
コ
宗

b

は
實
在
語

で
あ
る
が
、
之

れ

に
英
語

と
し

て
普

通
與

へ
ら

る

Σ
意

味

を

與

へ
す

、
假

り

に

。。
窪
侮

伽

弓8
・
寒

]≦
匹
8
昌

Z
9

μ
Q。
9

℃
碧
9
旨

〉
ー

「
メ

ル
ト

ン
」

第

一
八

五
號

四
十

四

吋

申
柄

ノ
品

五

反
逡

レ
ー

の
意

味

を

代

表

さ

せ
、
〉
切
屠

O
Z

な

る
人
爲

語

に

、
の
7
な
§
窪

二

昌
趣
①
黒
$
奮

ξ

。・騨
臣
円
跨
。
B

◎。
碧

津

彗

。凶。。8

な

る
丈

意

を

代
表

さ

せ
る

と
す

れ

ば

、
O
>
国
冨

い
"
〉
鵠
呂

O
Z

は
隠

語

に

な

る
。

か

、
る
意

義

と
機

能

と
を

持

っ
隠
語
が
、
最
も
良
き
秘
密

の
保
護
者

と
し

て
國
際
通
信

の
上

に
、
最
も
廣
班

に
最

も
頻
繁

に
、
使
用
せ
ら
れ

る
こ
と
も
、
從

外
國
電
信
に
關
す
ろ
改
正
規
定
に
就

い
て

一
四
七



外
國
電
信
に
關
す
る
改
正
規
定
に
就

い
て

一
四
八

つ
て
自
然

の
蹄
趨

で
あ
る
が
、
之
れ

に
前
述

の
よ
う
な
非
難
が
繰
返

さ
れ
る
と
す
れ

ば
、
國
際
通
信

の
重
要

さ
が
増

ぜ
ば
増
す
程
、

そ

の
改

正
は
焦
眉

の
急

で
あ

つ
だ

に
相
違
な

い
。

一
艦

隠
語
な
る
も

の
が
國
際

通
信

に
使
用

さ
れ
出
し
た

の
は
、

一
八
六
八
年

(
明
治
元
年
)
維
納

に
開
か
れ
た
第

二
同
萬
國
電

信
會
議
-

謂
ゆ
る
維
納
會
議
ー

以
來
で
あ
つ
て
、
其
の
規
定
の
概
要
は
次
の
如
く
で
あ
つ
た
。

上

隠
語
は
實
在
語
か
ら
探

つ
て
意
味
不
明
な

る
こ
と
。

2
.

料
金

は
五
字

一
語

の
割
合
な
る

こ
と
。

3
。

逡
信

に
営
ろ

て
は
張
制
的

に
照
校
反
饗
す

る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
軍
純
簡
潔
な
規

定
が
、
通
信

の
正
確

と
迅
速
を
め
ざ
す
電
報
利
用
者

の
満
足
を
魔

る
は
當
然

で
あ

つ
た
。
然

か
し
同

時

に
此

の
電
信
利
用
者
は
ま

た
通
信
費

の
節
約
を
望

ん
で
あ

か
ぬ
貧
焚
者

で
も
あ

つ
た
。
漱
米
各
國
間

に
電
氣
通
信

が
開
始

せ
ら

れ

て
よ
り
僅

か
に
十
九
年
、

一
八
六
五
年

(
慶
慮
元
年
)

の
第

一
回
萬
國
電
信
會
議

(
巴
里

に
開

か
る
)
を
去

る
こ
と
僅

か
に
五

年

の
當
時
、

8
曾
-ぴ
8
犀

の
編
纂
使
用

の
幼
稚
な
、
電
報
受
付
當
務
者

の
語
學
的
智
識

の
乏
し

い
其

の
頃
で
あ

つ
た
か
ら
、
狡
智

な
電
報

利
用
者

が
巧
に
規

定
を
逆
用

し
て
、
本
文

を
明
白

に
普
通

語

で
記
載
し
、
之
れ
を
隠
語
電
報

と
し
て
の
取
扱

ひ
を
要
求
し
、

規
定

に
よ

つ
て
照
校
料
を
支
佛
は
す
し

て
照
校

の
取
扱

ひ
を

取
く

る
が
如
き
事
態
頗

る
多
く
、
電
報
利
用
者

と
取
扱
當

務
者
と

の

闇

に
屡

々
紛
争
を
惹
起

し
た
と

い
ふ
。

此

の
弊

は
年
を
維
る
に
從

ひ
釜

々
烈
し
く
な

つ
た

に
鑑
み

て
、

一
九
〇

八
年

(
明
治
四
十

一
年
)
リ

ス
ボ

ン
に
開

か
れ
た
第
十

四
同
萬
國
電
信
會
議
に
於

て
、
隠
語

の
整

理
拾
牧

の
封
策
が
附
議

せ
ら
れ
、
課
金
翠
位
を
字

に
改

む
る

こ
と
、
隠
語

・
秘
語

の
別

を
慶
す

る
こ
と
、
隠
語

の
不

正
聯

絡

に
封
す

る
禁
制
を
解

く
こ
と
、
如
何

な
る
國
語
を
論

ぜ
す
数
字

と
文
字

た
る
と
を
問
は
す
五



字

の
聯
集
を

一
語
と
し
て
課
金

す
る
條

件

の
下

に
電
報
書

法
を

一
切
自
由

に
任
す

こ
と
、
等

の
極
め

て
大
謄
卒
直
な
提
案

が
あ

つ

た

け
れ
ど
、
由

來
小
田
原
評
定

の
習

ひ
徹
底
的
英
断

に
乏
し

い
國
際
會
議

の
常

と
し
て
、
之
れ
等

の
議
決
を
避
け
、
唯

だ
焚
昔
條

件

に
制
限
を
加

へ
て
有
名
な
欧
洲

八
ヶ
國

語
の
畿
音
標
準
を
規
定
し
た

に
止
ま

つ
た

の
で
あ
る
。

此

の
規
定

に
從

へ
ば
、
隠
語
は
、
英

・
佛

・
猫

・
ス
ペ
イ

ン

・
オ
ラ

ン
ダ

・
伊
太
利

・
ポ

ル
ト
ガ

ル

・
ラ
テ

ン
の
八
ケ
國

の
國

語

の
敦
れ

か

一
つ
の
國
語

の
語
法

に
從

つ
て
嚢
音
さ
る

、
も

の
で

な

け

れ

ば

な
ら
な

い
、
そ
こ
で
實
際
窓

口
受
付
事
務

に
當
る

者

は
、
以
上

八
ヶ
國

の
國
語
に
就

き
語
墨
的
素
養

を
持

つ
者

で
な
く

て
は
な
ら
す
、
語
學
的

智
識

あ

つ
て
さ

へ
屡

々
電
報
利
用
者

と

の
間

に
獲
音

の
可
能
不
可
能

に
つ
き
紛
雫
を
冤
れ

え
な

か

つ
た
。

こ

の
よ
う
に
し
て
、
隙
語
と
云

ふ
も
の
が
生
れ
落

ち
る
と
か
ら
持

つ
て
出

て
來

た
拶

み
は
、
.國
際

政
情

の
複
雑
化

・
世
界
経
濟

の
焚
展

と
共

に
い
よ
ー

深
く
、
特

に
欧
洲
大
職
前
後

に
於

い
て
其

の
絶
頂

に
蓮
し
た
、

一
秒

の
争

が
萬
金

の
利
釜

の
差
を
生
じ

た

か
ら

で
あ
る
。
然

し
な

が
ら
、
五
年

に
渉

る
人
類
相

互
殺
鐵

の
あ
と

に
、
平
和

・
協
調

の
風
な

ご
や
か
に
吹

き
初

む
る
や
、
國

際

電
氣
通
信

と

い
ふ
こ
ち

た
き
部
門

に
さ

へ
胎
蕩

の
氣
流
れ

て
、

一
九

二
五
年

(
大

正
十
四
年
)

巴
里

に
開

か
れ
た

・
職
後
最
初

の

・
第
十

一
同
萬
國
電
信
會
議

に
於

い
て
は
、

世
界
中

の
電
報
利
用
者

と
世
界
中

の
電
信
業

者
と

が
六
十
年

の
懊

機

の
種
、
隠
語

問
題

を
根
本
的

に
改

正
す
る
議

を
熟

し
、
本
會
議
閉
會
後

隙
語
研
究
委
員
會
が
組

織
さ
れ
、
翌

一
九
二
六
年

(
大

正
+
五
年

)

に

ぼ

其

の
委
員
會

が

コ
ル
チ
ナ
に
開

か
れ
た
ば
か
り

で
な
く

(
謂
ゆ
る

コ
ル
チ
ナ
會
議
)
、
一
般
公
衆
側

と
し

て
も
巴
里
國
際

商
業
會

議

所
は
、
特

に
電
信
調
査
委
員
會

を
常
設
し
、
主

と
し

て
隠
語
に
關
す
る
調
査

に
從
事
す

る
に
至

つ
た
。

か

、
る
調
査

研
究

の
結
果

と
し

て
、

一
九

二
八
年

(
昭
和
元
年
)

ブ

ラ
ッ

セ
ル
に
隠
語
問
題

の
み
に
關
し

て
第

十
四
同
萬
國
電

信

會
議

を
開

き
、
巴
里

。
コ
ル
チ

ナ

・
調
査

委
員
會

の
研
究
調
査
資
料
を
基
礎
と
し
て
、
最
後

的
な
解
決
を
し
よ
う

と
試
み
た
。

外
國
電
信
に
關
す
ろ
改
正
規
定
に
就
い
て

一
四
九



■

外
國
電
倍
に
關
す
る
改
正
規
定
に
就
い
て

一
五
〇

、
然

か
し
な

が
ら
、
永
年

の
因
襲

・
傅
統

の
破

り
難

き
、
僅

か
に
欧
洲
八
ケ
國
語
を
本
位
と
す

る
制
限

の
撤
慶
、
五
字
隠
語

の
承

認

、
を
成
果

と
し
て
、
謂
ゆ
る
ブ

ラ
ッ

セ
ル
規
約

な
る
も

の
を
作

り
あ
げ
た

に
止
ま

つ
た
。
之
れ
同
年

以
來
慣
行

の

・
而
し
て
今

度

昭
和
九
年

一
月

一
日
を
以

つ
て
改
正
慶
棄

せ
ら
れ
た
る
國
際
電
信
通
信
附

属
規
則

で
あ
る
。

こ

の
規

則

に
よ
る
隠
語
を
、
後

に
今
同

の
改

正
と
封

照
す

る
必
要
上
、
共

の
構
成
上

の
條

件
か
ら

の
み
観

て
、
左

に
略
記
し

て

お
か
う
。

隠
語
為
分
つ
て
甲
種
隠
語
、
乙
種
隠
評
の
二
種
と
す
る
o

甲
種
隠
語
と
に
、
最
高
十
字
ま
で
あ

一
語
と
計
算
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
若
し
そ
の
隠
語
溺
最
高
五
字
か
ち
成
る
と
§
に
、
其
の
中
に
最
低

一

個
の
母
音
字
あ
る
な
要
す
、
若
し
六
字
七
字
叉
に
八
字
よ
り
成
る
と
春
は
、
最
初
の
五
丈
字
中
に

一
個
の
母
音
字
、
残
餓
の
綴
字
中
に
』

個
の

母
音
字
、
合
計
最
低
二
個
の
母
音
字
あ
る
存
要
す
、
若
し
そ
の
隠
語
が
九
字
叉
に
十
字
よ
・り
成
る
と
き
に
、
最
初
の
五
字
中
に
母
音
字

一
個
、

残
鹸
の
綴
字
中
に
母
音
字
二
個
、
合
計
最
低
三
個
の
母
音
字
あ
ろ
彪
要
す
。

乙
種
隙
語
と
に
、
そ
の
構
成
に
腕
し
、
母
音
の
制
限
な
く
、
五
字
ま
で
な

一
語
と
し
て
計
算
さ
れ
る
隠
語
々
云
ふ
。

之
れ
を
要
す
る

に
ブ
ラ
ッ

セ
ル
規
約

の
特

徴
を

一
括
す

る
と
、
夫

れ
は
隠
語

の
な

か

に
甲
種

乙
種

の
二
種
を
認
め
、
甲
種

に
ょ

つ

て
從
來

欧
洲

八
ケ
國

の
國
語

の
語
法

に
從

ふ
と
せ
る
狭

い
奪

昔
に
關

す
る
規
定
を
慶
し
な
が
ら
、
之
れ

に
代
は
る

に
母
音

の
数

に

一
定

の
規
則
を
設
け

て
依
然
獲
音
し
う
る
語
と
云

ふ
傅
統
を
維

持
し
た

こ
と

、
、

乙
種

に
よ

つ
て
、
爽
昔
如
何

に
か

玉
は
ら
ナ

五
字

一
語
の
隠
語
と
云
ふ
簡
潔
述
を
も
取
入
れ
た
1

從
つ
て
ア
ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
廿
六
文
字
の
組
合
に
よ
る
隠
語
激
が
從
來
十
萬

以
下

で
あ

つ
た
も

の
が
約

十
五
萬

ま
で
増
加
し
た
と
云
ふ
黙

に
あ
る
。

、
人
類
文

明

の
歴
史

三
千
年

、
幾
度
か

国
8

駐

。・
碧
8

に
遭

ひ
つ
、
も
、
途

に
そ

の
簡
素

・
素
朴
、
希
臓

・
印
度

の
夫
れ

に
及
び



え

ぬ
如
く
、
隠
語
問
題

の
幾
攣
遜
、
人
智
を

つ
く

し

て
ブ
ラ
ッ

セ
ル
規
約
、
依
然

と
し

て
嚢
音

の
可
能

・
母
音
字

の
制
限
等

を
残

し

て
、
徒
ら

に
甲
種

乙
種

の
複
雑
を
も

つ
て
利
用
者
を
惑

は
し
、
從

つ
て
電
信
業
者

と

の
聞

に
他

の
薪
な

る
紛
争
困
難
を
附
け
加

へ
、

且

つ
隠
語

の
激

の
範

園
は
十
萬

よ
り
十
五
萬

へ
と
増
加

し
た
代
り

に
、
〉
頃
O

獣
昏

&
三
。
P

閑
6
三
一昌
.切
蓉
版
、
q
三
く
巽
。。詳

◎ゆ
9
。
旨

ζ
.・
等
少
な

か
ら
ぬ

8
畠
?
げ
。
。
犀
の
利
用
債
値
を
大

い
に
減

殺
し

て
、
思
は
ざ
る

に
恨

み
を
買

ふ
た
、
と
云
ふ
態

で
あ

つ

た
。

島

外
國

電
信

に
使
用
す

る
隠
語

の
改

正
を
紹
介

し
よ
う
と
志
し

つ
玉
、
あ
ま
り

に
も
回
顧
的
叙
述

に
ふ
け
り
過
ぎ
た
。
以
下
隠
語

に
關
す

る
規
定
を
、
新
奮
封

照
し

つ
蕊
、
今
同

の
改
正
を
摘
記

し
よ
う
。

外
國

電
報
規
則

の
隠
語

に
關
す

る
規

定
に
於
け
る
今
同

の
改
正
は
、

昭
和
七
年

(
一
九

三
二
年
)
十
二
月
九

日
、
帝
國
全
権

委

員

が

「
マ
ド
リ
ッ
ド
」

に
於

て
關
係
各
國
委
員
と
共

に
議

定
署
名

し
、
昭
和
八
年

(
一
九

三
三
年

)
十
二
月
二
十
二
日
批
准

、
同

一
一十

八
日
公
布

さ
れ
た

る
、
國
際
電
氣
通
信
條
約

に
基
く
。
此

の
條
約

は

一
九

三
二
年
九
月
西
班
牙

マ
ド
リ

ッ
ド
に
開
催
さ
れ

た

萬
國
電
信
會
議
及
び
國
際

無
線
電
信
會

議

に
よ

つ
て
議
定

せ

ら

れ

た

も

の
で
、
日
本
國
全
構

委
員
は
、
越

田
佐

一
郎

・
石
田
喜

七

・
降
幡
敏

・
米
澤
與

三
七

・
申
上
豊
吉

・
飯

野
毅
夫

の
六
氏
、
從

來
別

々
に
取
極
め
ら
れ

て
あ
つ
た
有

線
電

信
に
關
す
る
も

の

と
、

無
線
電

信

に
關
す

る
も

の
と
を

一
つ
の
條
約

に
纏

め
、
之
れ

に
附
観
す

る
細
則
、
有

線

に
就

い
て
は
電
信
規
則
、
無
線

に
就

い
て
は
無
線
通
信

の

一
般
規
則
、
無
線

通
信

の
追
加
規
則
、
電
話
規
則
、
及
び
若
干

の
宣
言
書

か
ら
成

る
。
其

の
公
式

の
呼
稻

は

國

際

電

氣

通

信
條

約

O
。
曇

窪

齢一8

冨

窪
昌
註

8

誉

曾

。・
↓
象

8
ヨ
B
彗

冨

けご
霧

と
云

ふ
。

此

の

県

鵠
8

日
日
ロ
旨

彗

。
蕊

な

 外
國
電
信
に
關
す
る
改
正
規
定
に
就

い
て

轍
五

一



外
國
電
信

に
關
す
る
改
正
規
定
に
就

い
て

一
五

二

る
語
は
、
本
條
約

に
於

い
て
初
め

て
使

用
さ
れ
た

る
語

で
あ
つ
て
、

一
九

三
三
年
新
補
遺
を
含
む

目
ぽ

O
鳳
。
乱

国
昌
σQ
房
ゴ

U
凶?

ユ
o
轟
昌

全
十
三
巻

も
未
だ
牧
録

せ
ざ
る
新
語

で
あ
る
。
目
巴
o

が
ギ
リ

シ
ヤ
語

の
遠
方
、
8
ヨ
日
`
三
〇
亀
§

は
通
信

、
蒙

寂
8
ヨ
・

目
`
三
8
侍δ
葛

が
遠

方

通
信

の
意

味

た

る

は

云

ふ
ま

で
も

な

い
。

本

條

約

に
よ

つ
て
な

さ
れ

た

改

正
内

至
規

定

は

、

隠

語

に
關

す

る
規

定

に

止

ま

ら

・す
、

至
急

電

報

の
料
金

・
後

廻
電

報

の
條

件

・
書

信

電

報

の
料

金

及
び
條

件

に
於

け

る
改

正
、

そ

の
他

新

聞

電

報

に
關

す

る
至

急

報

の
規

定

、

照

査

語
照

査

敏

に
關

す

る

改

正
、

國
際

電
信

會

議

に
於

い
て
使

用

す

る

公

用
語

及

び

在

ベ

ル

ン
國

際

電

氣

通
信

聯

合

事

務

局

よ

り

稜

す

る

文
書

の
用

語

に

關

す

る
規

定
等

を

も
含

む

の
で
あ

る

が
、

い
ま

は
隠

語

に
關

す

る

改

正

の

み

に

鍋

れ

る
。

(
上

段

は
奮

規

定

、

下

段

は

改

正
新

規

定

)
。

剛

隈

語

に

鋤
ナ

る
定

義

隠

語
と
は
入
爲
語
工
U
戊

る
か
、
實
在
語
に
し
て
其
の
薦
す

ろ
國
語
に
於
て
通
常
之

に
與

へ
ら
る
」
意
義
に
使
用
ぜ
ら
れ
ず
、
從

つ
て
普

通
語
糞
る
國
語
の

一
個
叉
は
鍛

個
に
於
て
了
解
し
得
る
丈
章
な
構
成

せ
ざ
う
も
の
よ
り
成
う
か
、
叉
は
斯
く
の
加
き

・

慶
ら
ず
。

實
在
語
と
入
爲
語
と
の
混
合
よ
り
成
ろ
も
の
な
謂
ふ
。
簡
軍
に
い
へ
ば
、
隠

語
と
は

實
在
語
叉
は
入
爲
語
で
あ

つ
て
、
そ
の
厨
す

る
國
諸
で
通
常
之
れ
に
與

へ
ら
ろ
＼
意

、

味
な
有
さ
ぬ
も
の
で
あ
る
〇

二

樗

成

上

の
條

件

甲
種
乙
種
に
分
か
れ
、
甲
種
隠
語
に
十
字
以
内
で
母
音
字
な
少
く
も
三
個
以
上
な
含

む

べ
き
こ
と
。
乙
種
隠
語
は
、
母
音
な
含
ま
ず
と
も
可
な
る
も
、
宇
数
五
字
な
超
え

甲
種
乙
種
の
匿
別
為
慶
す
。

、

ぬ
こ
と
。



、

甲
種
、
電
報
に
し
て
其
の
本
丈
申
最
高
十
字
よ
り
戊

る
隠
語
な
包
有
し
且
該
隠
語
が

最
高
五
字

蔓
り
成
る
と
き
は
其
の
中
に
最
低

一
個
の
母
音
字
、
六
字
七
学
叉
に
八
字

よ
・り
成
る
と
告
に
最
低
二
個
の
母
音
字
、
九
字
叉
は
十
字
工
り
成
う
と
・き
は
最
低
三

隠
語
に

一
語
の
綴
が

「
ア
ツ
フ
ア
ペ
ヅ
ト
」
五
字
な

個
の
母
音
字
を
有
す

る
も
の
。
覧
字
を
超
69
る
謡
欝

に
於
て
は
最
初
の
五
字
の
中

に
.

超
え
ぬ
こ
と
。
母
音
の
制
限
な
膿
す
。

最
低

一
個
の
母
音
字
及
該
隠
語
の
残
饒
中

に
最
低

一
個
の
母
音
僻
あ

ろ

こ

と

な
要

す
o
尤
も
九
字
叉
は
十
字
の
語
蹄
は
総
計
最
低
三
個
の
母
音
僻
な
包
含
す
べ
き
も
の

と

す
。
母
音
字
は

〉
蛍

○
霞

と
す

。

乙
種
、
電
報
に
し
て
其
の
本
交
中
に
五
個
な
超
69
ろ
丈
字
な
包
含
ぜ
ざ
る
隠
語
な
包

有
し
此
等
の
語
僻
の
構
成
に
於
て
は
條
件
叉
は
制
限
な
き
も
の

(後
略
)

甲
乙
二
種
の
電
報
に
於
て
は
隠
語
は
音
符
な
附
し
六
ろ
丈
・竿
評
勲
曹
ρ
P
g
q
・
な
包

隠
語
に
音
符
な
附
し
穴
丈
字
な
使
用
し
な
い
こ
と
o

含
す
る
こ
と
な
得
ず

(後
略
)

即
ち

隠
語
の
構
成
上

の
條

件
に
關

し

て
は
、
從
來

の
甲
種
隠
語

乙
種
隠
語

の
匠

別
を
全
く
慶
し
、
且

つ
母
音
を
包
含

せ
し

め
る

と

云
ふ
獲
音
上

の
要
求
を
全
く
棄

て
、
唯
だ
綴

が

「
ア
ル

フ
ア
ベ

ッ
ト
」
五
宇
以
内
た
る
こ
と
、
及
び
音
符
を
附
し
た
文
字

の
使
用

禁

止

の
み
を
残

し
た

の
で
あ

る
。

換
言
す
れ

ば
從
來

の
乙
種

に
該
當
す
る
も

の

』
み
を
存
置
し
、
母
音

の
有
無

に
拘
泥
し
な

い
の

で
あ
る
。
從

つ
て
從
來

の
甲
種
隠
語

は
、
そ

の
五
字

以
内

の
も

の
だ
け
が
そ

の
ま

、
隠
語

と
し

て
使
は
る

」
が
、
六
字

以
上

の
も

の

は
新
隠
語
と
は
な

ら
す
、
秘

語
と
し

て
扱

は
れ
、
後
述

の
低

額
料
金

が
適
用
さ
れ
な

い
。
從
來

の
五
字
牛
語

の

O
&
㌣
ぎ
。
犀
叉
は

憎
Nぞ
彗
①
O
。
晋

を
其

の
ま

」
利
用

し
て
は
、
電
信
料
金
が
高

く

つ
く

こ
と
に
な
る
。
な

ほ
母
音

に
拘
泥

し
な

い
と
は
規

定
す

る
も

の

曳
、
電
報

取
扱
者

と
し
て
は
、
母
晋

の
含
ま
る

」
方

が
扱

ぴ
易

く
、
從

つ
て
誤

謬
も
少
な

い
か
ら
、
規
則
上

は
兎
も
角
隠

語
作
成

上
相
當

に
考
慮

を
要
す

る
。
ま
た
名
宛

及
び
署
名

は
各

一
語
が
五
綴

以
上

で
も
十
五
字

以
内
な
ら
ば

一
語
と
し

て
計
算

さ
る

曳
。

三

隠
語
使

用

上
の
條
件

外
國
電
信
に
關
す
ろ
改
正
規
定
に
耽
い
て

一
五
三

炉



外
國
電
倍
に
開
す

る
改
正
規
定

に
就

い
て

一
五
四

隠
語

の
構
成

上

の
條
件
は
上

の
如
く
で
あ

る
が
、
之
れ
を
電
報
中

に
使
用
す
る
場
合

、
後

述

の
よ
う

に
、
料
金

の
關
係

か
ら
、

・之
れ
を
隠
語
と
し
て
取
扱

は
る

」
場
合
と
、
取
扱

は
れ

ぬ
場
合

と
あ
る
。

隠
語

と
し
て
取
扱
は
る

」
場
合

左

の
如
し
。

工

電
報
の
本
丈
が
全
部
隠
語
の
み
な
以
つ
て
記
載
さ
れ
☆
揚
合
o

鼠

電
報
の
本
丈
に
於

い
て
隠
語
が
普
通
語
と
併
用
記
載
さ
れ
糞
場
合
。

a

電
報
の
本
丈
に
於

い
て
隠
語
が
普
通
語
及
び
費
学
若
く
に
数
・竿
の
集
合
と
併
用

記
載
さ
れ
t
揚
合
。

從
來
乙
種
隠
籍
に
て
に

生

電
報
の
本
丈
に
於
い
て
隠
語
が
殿
字
若
く
は
歎
字
の
集
合
の
み
と
併
用
甜
載
さ

歎
字
と
併
用
記
載
す
ろ
こ
と
な
得
ず
。

れ
☆
場
合
。

以
上

の
各
號

に
該
當
す

る
よ
う

に
隠
語
を
使
用
し
た
電
報

は
、
之
れ
を
隠
語
電
報

と
し
、
後

述

の
低
額
料
金
を
課

せ
ら
れ
る
。

憾
語
電
報
中
に
讐
通
語
な
混
用
し
た
場
合
に
、
各
語

上
に
同
じ

僻
に
付
き
五
字
綴
毎
に
一
語
と
し
て
計
算
ぜ
ら
る
。

全
く
認
あ
な
い
。
普
通
語
に
普
通
語
の
ま
」
併
用
す
る
な
要
す
、
二
語
を
蓮
綴
し
て

蕪

鴛
鷲

鄭謹

羅
隠

擁
解
錺
鴛

難

創羅

注繋
整

馨
本

丈
及
び
署
名
の
課
金
上
の
語
藪
ー
の
二
分
の

一
な
超
え
な

い
こ
と
な
要
す

る
。
且
つ

語
電
報

に
に
、
認
め
ら
る
。

此
の
数
字
は
、
各
五
個
以
内
毎
に

一
語
と
し
て
計
算
さ
る
。
そ
し
て
若
し
五
割
以
上

殿
字
か
混
用
し
☆
時
に
、
其
の
電
報
に
秘
語
電
報
と
し
て
全
額
料
金
な
課
ぜ
ら
る
o

此

の
隠

語

と
藪

字

叉

は
数

字

の
集

合

と

の
併

用

を

認

め

た

の
は
新

規

定

の
進

歩

で

あ

る
、

特

に
商

標

・
商

品

番
號

な

ど

を
入

れ

る

に
都

合

が
宜

し

い
、

例

へ
ば

ト。
α
〉
国

を
以

つ
て
或

る
商

標

を

示
す

こ
と

が
出

來

る

か

ら

で
あ

る
。



四

隠
語
電
報

の
料
金

甲
種
隠
語
の
電
報
は
全
額
料
金
。

料
金
に
通
常
電
報
料
の
十
分
の
六
。

乙
種
隠
語
の
電
報
は
欧
羅
巴
外
制
度
-
日
本
は
之
れ
に
從
ふ
ー
で
に
全
額
料
金
の
三

分
の
二
。

即
ち
通
常
電
報

料
金

輔
語
假

に

一
圓

八
十
鈍

と
す
れ
ば
、
之
れ

に
封
す

る
奮
規
定
、
甲
種
は

噂
圓

八
士
鍾
、

乙
種

は

一
語

一
圓

二

十
鏡
、
新
規

定
で
は
凡

て

一
語

一
圓
〇
八
鏡

と
な

る
。
宛

名
本
文
署

名
と
も
十
語
な
れ
ば
、
奮
規
定

乙
種
隠
語

で
は
十
二
圓

で

あ
り
、
薪
規
定

で
は
十
圓
八
十
鐘

で
あ

る
。

最
低
限
語
鍛

乙
種
で
は
四
譜
o

最
儀
限
語
薮
な
名
宛
及
び
署
名
な
含
み
五
語
と
す
o

最

低
限
語
数

に
關
聯
し

て
紹
介
す

べ
き

一
事
が
あ
る
。
夫

れ
は
、
今

同

の
電

信
條
約

改
正
に
於
け

る
日
本

全
権
委
員

の
活

躍
で

あ

る
。
元
來
蕾

規
定
乙
種
隠
語
電
報

で
は

、
Ω
溝
器

欄

に

O
U
国

を
記
入
し

た
の
で
あ
る
が
、
今
度

の
改

正
規
定

で
は
、
隠
語
電
報

の
料
金

を
通
常
電
報

の
六
割

と
す

る
と
同
時

に

O
U
国

を
課
金

指
定

と
す
る

こ
と

に
殆
ん
ど
決
定

し
た

の
で
あ

つ
た

が
、
日
本
委

員

は
敢
然
之
れ

に
反
封
し
、
料

金
を
六
割

と
し

て
も
更

に
指
定

と
し
て

一
語
分
料
金
を
稜
信
人

に
員
旛

せ
し
め
る

こ
と
は
結
局
現

在

の
料
金

と
攣

り
な

い
こ
と

、
な
る
と
主
張
し
、
途

に
努
力
数

を
奏
し

て

一
旦
は
内
定

し
た

O
U
国

の
課
金
指
定
を

Ω

毬
の
欄

記

入

に
攣
更

せ
し
め
た
と

云
ふ
こ
と
で
あ

る
。

一
八
七

一
-

二
年

(
明
治

三
ー

四
年

)
羅
馬

に
開
か
れ
た
る
第

三
同
萬

國
電
信

會
議

に
、
招

か
れ
た

れ
ど
委
員
を
出

さ
す
、
翠

に
槽
大

記
盤
田

三
郎
を
特
例
辮
務
使
と
し
て
席

に
列
し
、
會
議

の
欣

況
を
傍

蕪
す

る

に

止
め
た
當
時

と
、
國
際
會
議
席

上
に
於

け
る
我
が
國

の
地
位
重
要
さ
を
思

ひ
あ
は
さ
れ
た

い
。

五

隠
語
電

報

の
語

薮
計
算

外
國
電
信
に
關
す
る
改
正
規
定
に
耽
い
て

一
五
五



2.1.

 

3
。

外
國
電
信
に
開
す

る
改
正
規
定
に
就

い
て

隠
語

各
語
僻
に
付
甲
種
ば
十
字
ま
で

一
語
、
乙
種
ば
五
字
ま
で

一
語
o

警
通
語

各
語
僻

に
付
十
五
字
迄
毎
に

一
語
、
但
し
普
通
語
と
甲
種
隠
語
な
混

用
し
衷
揚
合
に
各
語
僻
に
付
十
字
ま
で
毎

に

一
語
、
普
通
語
と
乙
種
隠
語
な
混

用
し
た
揚
合
に
は
各
語
僻
に
つ
き
五
字
ま
で
毎
に

一
語
o

秘
語

各
語
僻
に
付
五
字
ま
で
毎
に

一
語
。

2. 1.4. 3.

一
五
六

隠
譜

常

に
五
字

一
語
と
し
て
計
算
す
o

讐
通
語

五
字
毎
に

一
語
と
計
算
し
、
五
字

に

滞
六
な
い
端
籔
も
叉

一
譜
と
計
算
す
。

級
字

孤
立
す
ろ
鍛
字
は

一
誠

鍛
字
の
集
合

五
字
毎
に

一
甑

字
に
滞
れ
な

い
端
数
も
叉

一
鉱

と
計
算
す
。

と
計
算

し
、

五

と
計
算
す
。

以
上

が
大
禮

に
於

い
て
新
規

定

の
概
要

で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
先

づ
念
頭

に
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
隠
語
電
報

と
し

て

の
低
額
料
金
、
通
常
電
報

の
六
割
と
武

ふ
特

典
は
五
字

一
語
た

る
隠
譜

に
適

用
さ
る

」
の
で
あ
る

か
ら
、
從
來

の
隠
語
を
そ

の
ま

曳
使
用
す

る
な
ら
ば
、
乙
種

隙
語
は
そ

の
ま

』
で
利
用

さ
れ

よ
う
が
、
甲
種

隠
語

に
於

い
て
は
五
字

以
内

の
も

の

」
み
が
使
用

さ

れ

、
他
は
使
用

さ
れ
え
な

い
こ
と
、
若

し
五
字

以
上

の
奮

隙
語
を
そ

の
ま

」
使
用
す

る
と
秘
語
と
し

て
取
扱

は
れ
、
低

額
料

金
適

用

の
特
権

を
失

ふ
こ
と

で
あ

る
。

四

以
上
を

以

つ
て
隠
語
電
報
規

定
に
關
す
る
経
緯
並
び

に
そ

の
新
規
定

の
紹
介

を
絡

つ
た

の
で
あ

る
が
、
此

の
改

班
が
實
際
家

に

與

へ
る
影
響

は
ど
う
で
あ
ら
う
。

昭
和
四
年

秋

目
僧
冨
岩
.。。
≦
、。
『匡

O
巳
。
を

出
版

し
、
邦
人

の
手

で
邦
人

の
名

で
世
界

の
電
信

界

へ
O
巳
6
占
。
爵

を
押
し
出

さ
れ
た

る
大

阪
伊
藤
忠
商
店

の
高
屋
隆

雄
氏

に
よ
れ
ば
、
料
金

の
高

く
な
る
こ
と
、
。。
-一9
・侍湯

O
。
曾

の
不
便

に
な

つ
た

こ
と
、
船
名

・
地
名

・
港
名

・
銀
行
名
な
ど
五
字

以
上

の
綴
を
持

つ
固
有
名
詞
を
挿
入
す
る
時

料
金
高
く
な

る

ヒ

と
、

O
ず
8
犀

を
用

ふ
る

蔚

葺
?
8
蔚

で
十
宇
を

五
字

に
分
割
す

る
こ
と
か
ら
生
す

る
尋
問

の
不
便
等
が
、
そ

の
訣
鮎

で
あ



、

り
、

使
用

し
う
る
隙
語

の
激

の
増
加
し
た

こ
と
、
通
信
能
率

の
向
上

・
迅
速

正
確
度

の
増
大
、

プ
ラ
ッ

セ
ル
規
約

に
よ

つ
て
使
用

危
瞼

と
さ
れ

た
多
く

の

O
。
牙
占
8
婦

の
復
活
、
数
字

の
併
用

が
可
能

と
な

つ
た

こ
と
等
が
そ

の
利
釜

で
あ

ら
う
と
云
は
る

」
。

,
い
ま

ア

ル

フ
ア
ベ
ヅ
ト

ニ
十
六
丈
字
を
、
各

々

一
支
字
違

ひ
だ
け

に
五
交
字
組
合

は
せ
る

と

一
千
百
八
十
八
萬

一
千

三
百

七
十

六
組

の
隠
語
を
得

る
。
勿
論

一
文
字
違

ひ
の
隠
語
は
、
隠
語
と
し
て
決

し
て
完

全
な

も

の
で
な

い
し
、
通
信

の
正
確
も
期
待
し

え

な

い
故

に
、

二
字
違

ひ
に
組
合
は
す
な

ら
ば
、
四
十
五
萬

六
千
九
百

七
十

六
組

の
五
字
隙
語
を
得

る
。
ブ

ラ
ッ

セ
ル
規
約

に
よ

つ

て
隠
語
歎

十
五
萬
個

へ
躍
進

し
た
我
等
は
、
今
回

の
新
規
定

に
よ
つ
て

一
躍

四
十
五
萬
個

へ
飛
躍

し
た

こ
と

に
な
る
、
貿
易
戦
線

に
風

吹
き
す

さ
み
波
立
ち
騒

が
う
と
も
、
取
扱

ひ
商
晶
が

ラ
グ

・
ラ
ッ
グ

の
名

に
呼

ば
る

鮎
襯
褄

の
化
粧
姿

を
許
す

程
に
豊

か
で

あ

ら

う

と

も
、
以

つ
て
取
引

の
内
容
を
蓋
く
す

に
決
し

て
少
く
は
な

い
。
料
金

の
高
く
な

る
と

の
訣
鮎
は
、
奮

き
規

定

に
基

く

O
。
山
。
を
株
守
す

る
場
合

の
嘆

で
あ
ら
う
。
偶

々
、
此

の
爾

三
年
本
邦

に

一
種

の
流
行
を
極
め
た

コ
ー
ド
研
究

が
、
此

の
時
蓮

に

乗

じ
て
各
貿
易
商

の

甲
ぞ
彗
①
O
。
牙

作
成

に
ま

で
普
遍
化

さ
れ
、
本
邦
商
肚

の
活
動
丈
字
通

り
世
界

の
市
場

を

冨

傷
す

る
な

う

ヘ

へ

ら
ば
、
明
治
十
二
年

一
月
露
國
を
通
じ
て
國
際
電
信
條
約

に
四
等
國

と
し

て
加
盟
し

て
以
來

五
十
年

當
時

の
仲
聞

に
埃
及

・

丁
抹

・
瑞

西
が
あ

る
、
支

那
は
こ
の
時
荷
ほ
加
盟
せ
ナ
ー

今

や
世
界

の

一
等
國

と
し
て

の
重
き

に
任
す

る
、
組
國

日
本

の
轡
決

し

て
儒

で
な

い

で
あ

ら
う

。

へ

も

追
記
。
筆

者

は
此
の
機
會

に
、
先
輩

久
保
田
信
次
郎
氏

彫

心
の
作

↓
ゴ
o
φ
巳
の
琴

国
㎡
ぽ

霊
σq
費
o
O
。
餌
ρ

お
象
.
な

紹
介

し

れ

く

思

ふ
、
新
規

ヘ

ヘ

へ

あ

も

へ

も

定
に
よ
ろ
最
噺
の

霊
鵯
掃

O
。幽
o
で

あ
り

其
の
利
用
が
電
信
料
の
極
度
の
節
約

に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
然
か
し
許
さ
れ
☆

る
紙
鍛

は
既

に
.つ
き
☆
、
凡
て
は
次
ぎ
の
機
會
に
譲
ら
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
樹
ほ
甚
だ
所
な
え
な

い
が
、
苫
米
地
英
俊
先
生
の
學
恩
に
感
謝
し
、
資

料
右
惑
ま
れ
敦
先
輩
各
位
選
信
省
外
事
課
日
本
無
線
電
信
株
式
會
赴

に
感
謝
す
る
o

外
國
電
信

に
開
す

る
改
正
規
定

に
就

い
て

一
五
七




